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パガン, ピンヤ,インワ時代のビルマの社会

大 野 徹*

TheSocial StructureofBurmaduringPagan,PinyaandAvaPeriods

by

ToruOHNO

AncientsocietyofBurmaseemstohavebeen,atfirst,formedbytwodifferent

classes:viz.governingclassandgovernedclass.Theformerwascomposedofking,

hisfamilyandotheraristocratscalledsqm♪yah,whohadintimaterelationstothe

royalfamily.Thegoverningclasspossessednotonlypoliticalpowerbuteconomic

benefitsalso. TheyownedavastagrlCulturallandsandslavesinlargenumbers.

Theyformedastrictlyclosedcommunityamongthem asamatterofcourse. The

king,particularly,wasregardedasthelordof"allthelandandwater"andhence

calledpuralon,thestatusofpre-Buddha. Hisauthoritywastheoreticallyabsolute.

Onthecontrary,thegovernedclasswasconstitutedbyalotofsubordinatescalled

kalan,andslaves.Thelatterseemstohavebeenorlglnallywarcaptives.Theywere,

accordingtotheBurmeseinscriptions,dedicatedtotheso-calledThreeGems,inhe･

ritedbycertaindescendantwhenownerdied,andsoldoutfreelyifnecessary･

Thoughthebasicstructurehasbeenleftunchanged,theBurmesesocietypro･

duced,during13thand14thcenturies,new otherconstituentssuchasmenofwealth

calledsu--kruJdy,landedfarmerscalledasaii,andhereditaryslavescalledsaPokrespec･

tively.Itisobviousthattheseconstituentsweretheoutcomeofsocio･economical

change,whichhadoccuredmainlyduetothereligiousdeedsdonebythegoverning

class.

は じ め に

ビルマ語の碑文は,奴隷の売買 (pl.no.75a)千,奴隷または土地所有に関する訴訟記録

(pl.mos.74,78b,79a,b),国王の詔勅 (pl.mos.166a,168,170)など若干の例外を除けば,

残 りはすべて仏教徒の功徳の記念碑だと言ってよい｡碑文の内容がこのように特定の事柄にの

み限定されている以上,碑文を史料とする歴史研究にも一定の制約が加わってくることは避け

られない｡ことに,碑文を書き残した主体が王族を中心とする当時の支配階層,特権階級であ
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つたという事情にもよるが,名もなき多数の一般庶民が碑文に登場 Lてくるケースはあま[)な

い｡従って,一般庶民の生活実態を明らかにすることは,既知の碑文を手がか りにするだけで

は絶望的でさえある｡ ただ,きわめて断片的な資料ではあっても,それ らを丹念に拾い上げ相

互につき合わせることによっていくらかなりとも当時の姿が再構成できはしないか｡本稿では

こうした淡い期待を抱きながら,パガン,ピンヤ,イソワ時代のビルマの社会について考察を

進める｡ 資料は,従来同様,もっぱら U PeMaungTinandG.H.Luce･.Znscri♪iionsof

Burma.PortfolioI-V.Rangoon,1933-1956に収録されている碑銘拓本の写真約 6百枚を用

いる｡

l 国王および王族

王族は,政治的支配階層の最上層郡に位置するもので,言 うまでもな く国王を中心に形成さ

れる｡ 国王は,碑文では原則として Mall-kriO または Mah2'と記され,その行為にはすべて

尊敬の意を現わす補助動詞 taw-m白s) を付けて表現されている｡4)

国王は,tt国の主"(pra氏asyah)5), tt大国の主"(pra貞一kriskhill)6', tt大地の主"(mliy･kri

askhiLl)7),tt水と陸地すべての主"(riymliykhapsim soaskhahphlacthaso)8', tt水と陸
地の重"(riymliysikhatl)9),tt水と陸地を支配せし"(riymliycuiw so)10),"水,大地,山

を支配せ し"(reymliytolltaw kuiw acuiwraso)ll), tt万物すべてを支配 し, 水と陸地の

主たる国王"(Atuiw khapsim sokuiw acuirasoriymliyaskhihphlacsoMall-krll)12)な

どと形容されているように,生物,無生物たるを問わずこの世に存在するありとあらゆるものの

所有主である｡ それは空間という概念こそもち込まれていないものの tt大地"のみならず "水"

をも支配するとい う表現に端的に示されている｡ 大地 も水 も,生物も無生物 も,その所有権は

ことごとく国王に帰属した｡国王こそこの世におけるすべての物の絶対的所有主にはか ならな

1)InscriptionsofBuyma.pl.mos.24,31,63a,64,90,98,127,182a,194,228b,235,244,249,268,
285,365a,368b,392,396ab,412b,446a,453a,539a.

2)pl,mos.31,69,428,438a,523a,534.国王以外であってもその王族が男性であれば ma丘で現わされ

る (pl.mos.94ab,143ab,144,495b)｡その場合には,国王は ma丘kriで現わされる (pl.no.495b)0
3)pl.mos.181,182a,228b,229,234,271,390,396b,472,494,513,515b,525b.

4)大野 1971a,p.27.王族ではあっても国王以外の場合には付かないのが原則 (pl.mos.138,200,216)
であるが,場合によっては次のように付くこともある｡王子 (pl.mos.94b,421b), 王兄 (pl.mos.
143ab,145,146,147ab)｡
5)pl.no.
6)pl.mos

7)pl.no.

8)pl.mos
9)pl.no.
10)pl.mos
ll)pl.no.
12)pl.no.

529b.

38a,591b.
243.

73,235,247,518.
518.

68,69,494,528,591b.
48lb.
216.
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いo

所有 ･被所有, 支配 ･被支配関係の眼底に位置している国王のこうした tt現人神"的性格

は,一方で tt菩薩"という観念に容易に結びつく｡ 国王は悟 りをひらく直前の段階にあるとみ

なされ, 碑文では次の例のように国王名の前にしばしばこの菩薩 (puhralob)という形容詞

が付けられている｡

puhralobmad Ocinamahkri(pl.no.36)

puhralobKlacwamad(pl.no.143a,b)

puhralo血Hruyktitayaka(pl.no.145)

puhralobCa自stimahkri(pl.no.153a)

puhralobN豆tohmya(pl.mos.186,239)

puhralohUtcanえmahkri(pl.no.234)

puhralollSihasdramahkri(pl.no.470a)

puhr豆lohphlacthaKlawcw畠.mafisamallkri(pl.no.494)

この puhraloh という単語が tt菩薩"を意味していることは,未来仏として現在は兜率天

に在すと考えられている弥勤菩薩がやはりこの puhr豆lollで表示されている (Tussitaptira

ma氏sonatpra缶hnuikAriymetta元puhralob)13) ことによって確認される｡ もっとも,

国王は仏陀 (puhr豆skhah)14) に対する phhraloh としてよりは, むしろ tt活仏" (puhrえ

hrah)15) に対する puhralohだとみなされる｡ puhraloh と puhr豆hrahの違いは, もっ

ぱら濯頂の有無にある｡ 礎頂を済ませた (abhisikmti16),abhisikkham17)) 国王が puhrえ

hrah18)と称されるわけである｡

国王はこのように 『水と陸地の支配者』であり ur菩薩であらせ られる』tt尊貴な"(mlatcw豆

so)19)存在であったが,こうした形容詞は時代がたつにつれて次第に絢欄豪華たる内容に変わ

ってゆく｡ すなわち国王 (mahkri)とは,『ア1)マッダナプーラと称せし国を支配なされ (pl.

mos.390,413,451),御威光きわめてす ぐれ (pl.mos.390,413), 威厳と栄誉とをお具えにな

り (pl.mos.285,488b,494,495b),栄誉と知恵とを具え (pl.no.486a),威光,努力,知恵,

栄誉をお具えになり (pl.no.486b),威光,持戒,勇気,伝, 知恵にす ぐれ (pl.mos.453a,

487),知恵,伝,威厳と申せし能力をお具えになり (pl.mos.398,492a),比類なき力をおもち

になり (pl.no.398),あらゆる敵を征服なさjl (pl.nos.487,494),あらゆるものに勝利を

13)pl.no.249.
14)pl.mos.18,21,27,28等｡
15)漢語文献に見える｢普刺浪｣は,puhr云loAの対音である可能性が強い｡
16)pl.no.186.
17)pl.no.282.
18)pl.no.282;ZnscriPiionsofPagan,PinyaandAva.pp.78,126,284.
19)pl.mos.73,235.
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得 (pl.no.293),ビルマの南北を残 らず席巻なされ (pl.no.506),20万の汗大王の軍勢に防

利をおさめ (pl.mos.398,454a,487), タムパデ ィプ国に来たりし汗大王の地獄の様にも似た

る軍勢に勝利をおさめられ (pl.mos.497,512a), 諸国の王達です ら征服不可能な (pl.no.

398), 著名なる諸壬と友好関係を結びし (pl.mos.234,247), 自象の所有主たりし (pl.no.

470a), 自象の所有者として諸国に名高き (pl.mos.390,413), 自象と称せL等き宝の所有主

であらせられる (pl.no.494), 自象その他諸々の宝物の御所有者にして (pl.mos.234,247,

494),皇太子,王子,宰相,武将, 自象等七宝の主たる (pl.no.249), 閣浮碇を解せ し太陽

のごとく灼熱と光輝にあふれ (pl.mos.234,247,249), 尊き仏法僧の三宝に深 く帰依 し給い

し (pl.mos.234,247,249), 善人すべての礼拝の対象であらせられる (pl.mos.234,247),

栄誉ある (pl.no.234)』という存在だと形容されている｡

王権のもつこうした神聖さは,国王の称号にインド語を採用するという事実によっていっそ

う神秘化された｡歴代の国王は,いずれ もビルマ語名とインド語名の両方をあわせ持-)ている

浴,称号はすべてインド語で現わされたのである｡ もっとも称号の構成様式は似たりよりたE)

であり,構成要素も次のように原則として各王問で共通している｡

SritribhawanadityapawaradhammarajaNatonmyamankri(pl.no.:う1)

Leritribhawan豆dityapawarapapditadhammaraja(pl.no.1O2)

Sritribhawan豆dityapawaradhammarえjadhirajadanapatiNasihgha Ujjanatrya

marl(pl.mos.138,200)

SritribhawanapawaradityadhammdrajaJeyyasiirmad(pl.no.164)

Sritribhuwan豆dityapawaradhammar云jaUtcanえmankri(pl.no.234)

Sritribhuwanadityapawarapallditadhammarajamahkr-1(pl.no.283)

SiritribhawanadittyapawaradhammarajamanLulall(pl.nos･290b,39O)

Sritribhawanadityadhammaraja(pl.no.364a,b)

SritribhawanえーittyapawaraSihastiradhammar云jatry畠mahkri(pl.mos.398,154a)

Sritribhuwanえーittyapawaradhammarajatryamahkri(pl.no.451)

SiritribhawanえーityapawaradhammarajaKlacwamalikri(pl.no.469a)

Siritribhawanadityapawaradhammar云jaKlawcwamahkri(pl.nos.487,497)

Siritribhawanadity急pawaradhammarajachahphltiSyahKlawcwamankri(pLmos.

527a,532)

SiripawaratityadhammarえjaSihasLlrachahphltisyahmahkri(pl.no.530)
/

以上の各玉名の内,最初の Sri(または Sri,あるいは Siri)か ら dhammarajaまでが称

号であり, それ以後の分 (mah または mahkriによって現わされている)はビルマ語名であ
/

る｡インド語の称号に不可欠の要素は,Sri(吉祥),tribhawana(三界),aditya(太陽),
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pawara(聖), dhamma(法),r豆ja(≡)の六つであり,王によってはそれ以外に paPdita

(学者),danapati(布施主)などの要素が新たに加わっている場合もある｡

国王は,次の例に見られるように世襲制であった｡

(1) mahkria.豆maIIKlacwa(pl.no.90)国王の子クラチュワ殿下

(2) Sritribhawan豆dityapawaradhammar畠jama氏 somallkrisaimhriymah

Narasihghauccan豆(pl.no.200)ス リ･トゥリ･バワナア-デ ィトゥヤ ･/くワラ ･ダムマ ･

ラージャと称せし国王の子,皇太子ナラシソガ ･ウッチャナ-

(3) Sihastirama自sochahphliiSkhihmankrie'sa-kriphlacsomahkriTryaphya

(pl.no.454a)シ--スーラと称せし自象主国王の長子たるタ1)ヤ-ピャ-≡

(4) mahkriUccanas瓦Caiistimad(pl.no.483b)ウッチャナ-国王の子チャニュス-

殿下

(5) 舶 skhihrahmahkri--･･･-mliymallkri(pl.no.393)吾が君国王････-孫国王

(6) bala丘skhinmarlkrinas互mahkrinamliymahkri(pl.no.235)吾が夫君国王,

吾が子国王,吾が孫国王

以上の例の内,(1)から(4)までは国王 (mankri)の子 (saまたは sa-kr-1)が国王になっ

たことを示しているのであり,(5)と (6)は夫 (lab),千 (S豆),疏 (mliy)にわたって直系

卑属が王位を継承した事実を示している｡ ことに,(6)の碑銘を記したのは国王 Utcanaの皇

太后 skhahphwajaw であるが, この碑銘によれば Utcanaは国王であった父君から王位を

継承し,さらにその子に王位を継承させたことが明白である｡ このように,王位は父から子-

と引き継がれる (pl.no.530)のが原則であった｡確かに王位は直系卑属によって継承されは

したけれども,それはかならずLも長子相続(primogeniture)とか末子相続(Ultimogeniture)

であったことを意味しほしない｡もちろん例 (3)のように長子 (sa-kri)に王位を継がせるの

が普通だが,次の例のように王位継承者が次男である場合も現実にはあった｡

nohtaw Ucean豆hitawSihkasiimyOksataw Tryaphy豆ackuiwtaw Ca汽stiphakritaw

Ca爺saphallphakritaw Rajasti(pl.no.494)

この碑銘の記述によると,国王の Klawcwaには Sihkasiiという王弟 (hitaw)のほかに,

Uccanaという王兄 (nolltaw)までいた｡ 従って, 国王 Klawcwaは先代国王の次男にあた

る｡ 王位はまた,兄から弟- (pl.no.530),あるいは叔父から甥- (pl.no.470a)と傍系に

よって引き継がれることもあった｡

即位は,碑文では 『黄金の山に登る』(hruytohtak) という言い方で表現されている020)

tt黄金の山"とは玉座のことであり21),tt黄金の山に登る"ということは取 りも直さず tt玉座に

20)pl.mos.36,74,90,181,186,190a,218a,219a,472,501;I.p.p.A,p.343.
21)Lu°e,1969,γol.1,p.66.
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上る,王位につ く" ことを意味 した｡22'こうした表現は,起源的には土着のポウパ-山 (Mt.

Popa)信仰と密接な関係をもっているO 国王の即位にとって, ttポウパー山に登る" ことは必

要不可欠な条件であった｡23)国王が tt黄金の山に登 りたる" 口は,こうして記録された｡ とこ

ろが, tl黄金の山に登る" ことが "即位" と同じ意味をもつようになるにつれ, 後にはその表

現にも幾 らかずつの違いが現われる｡ tt黄金の山を得た り"(hruytodraliye')24)とか,"黄

金の山,宮殿上に登 りき"(hruytollnanthaktakkllaprisa)25)とか,tt宮殿にお登 りにな

れ り"(nantaktaw ma)26),tt王の立場に至れ り"(madaphlacsuiw rokpri)27), "王とし

て行動せ り"(manmd)28)とい うように, 時がたつにつれ tt哉金の山" という意識は薄 らい

できている｡

宮殿は, Kwan と称 された｡ Kwanには幾種類かあったが, 国王の起居する tt内裏" は

Kwanprokllay(pl.no.234)とよばれた｡ 国王は, この Kwanprokhayか ら tt太極殿"

(KwanprokkrLl)29)に出座 して政務を執った｡ この tt大 ･小" 二つの Kwan prok30)が全

Kwanの中心的建物であったと思われるが,Kwanには以上のほかに try豆Kwansaya(pl.

mos.54,235,239),Kwan mrah(pl.mos.196,365a),cuih sala自kwan(pl.no.234),

cahkraykwan(pl.no.234),chah hru kwan (pl.no.239),kwanprokG(pl.mos.78b,

279)など,幾つかの kwanが碑文面に現われる｡ しかし, それ らの kwanが具体的にどの

ような建物であ り,いかなる場合にどう使われたのか明らかでない｡

王族は,この国王を中心に王妃,王子,王女 (mall-sami)31), 国王の兄 (ackuiwtaw,noll-

taw)32), 莱 (hitaw,mad-hi)33), 妹 (mall'-hnama)31), 伯父 (phakritaw)35), 叔父 (mall-

phathuy)36),伯母 (mad-mikri)37), 叔母 (mithuy)38), 外房 (yokkhama)39)などで成 りた

22)DawThanSwe,p.34.

23)HtinÅung,1962,pp.6ト67;D.E.Smith,1965,pp.13-14.
24)pl.no.296.
25)pl.no.436b.

26)pl.mos.461d,530.
27)pl.no.454a.
28)pl.mos.519a,530.

29)pl.mos.203,235,273,282,283,286,290ab,296,297,501.
30)pl.mos.228b,239,245b,274.

31)pl.mos.15,67,73,144.194,200,235,244,254b,291,3651),379,476,478,488b.
32)pl.mos.398,494.

33)pl.nos.38a,73,194,494,5()3.
34)pl.mos.73,194.

35)pl.no.494.
36)pl.no.90.
37)pl.mos.143ab,145,147ab,

38)pl.no.181.
39)pl.no.296.
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っていた｡40)王妃は,pay一mya-kri,mah-maya,mah-miyma,mi-phura,ami-phuraなどと

よばれ41), tt何千人もの容貌美 しき女達の上に君臨なされ" (pl.mos.390,413), 個人的には

tt偉徳,栄誉,伝,知恵にあふれ"(pl.no.488b),仏教徒としても tt布施,持戒,勤勉,伝,

知恵をお具え (pl.no.487)"になっている存在であった｡ 王妃のこうした尊貴な身分は, 国

王と同じように当然インド語の称号で現わされる｡ 例えば,Jeyyastirmallの王妃は Triloka
/

candrarえmamah畠dewi(pl.no.164)とよばれたし,国王 Sritribhawanadityadhamma

rajaの妃は Trilokawatam sak豆dewi(pl.mos.364a,b)であり, 国王 Sihastirawijaya

chahphldskhallの妃は Jeyyadewa(pl.no.403a) と称された｡ 王妃は一人に 限られてい

たわけではない｡国王 Klawcw畠.mahkriには三人の王妃 (miphurasum yok)42)がいたし,

国王 Ca缶sdmallkriには (1)Caw mrakan(2)Tonphlah(3)Mlacphlah(4)Uiw chok

panと四人の妃がいた (pl.nos,34,153a)｡ この内 To血phlallと Mlacphlah とは, 共に

固有名詞 (人名)ではなく一種の称号であったと思われる｡ すなわち,Tollphlallと Mlac

phlah とは正妃 (miphur畠.khoh)43)に対する tt南の宮", tt北の宮"的意味をもった呼び名だ

と解釈され44),後世しばしば姿を現わす (pl.mos.34,164,487)｡王室の婚姻形態はこのよう

に一夫一婦制 (monogamy)ではなく,一夫多妻 (polygamy)的性格が強かった｡ また,し

ばしば王族の血をひいた者が王妃になっている (pl.mos.94a,b,483b)ことも特徴の一つであ

る｡ こうした "血族結婚"ほ,王統の血の純潔を維持するためにとられた措置であろう｡ しか

もそれは伝統的ですらあった｡ 王妃であった 姉が死亡 した後, 妹がそのまま妃になっている

(pl.mos.275,390,392,395)のはその一つの現われだと思われる｡

王子は mall-sa45'とよばれるのが普通であるが,皇太子であることが明らかな場合には特に

im-hriy-maが6'と称された｡ これは, 皇太子が tt東宮"(im-hriy)に起居することから生 じ

た呼び名だと考えられる｡ 東宮は国王の起居する kwanprokhayにくらべると,構造的に低

く建てられていたと思われるふしがある｡ そのため皇太子は,tt低き家にお住みになっで'(im-

nimnetawmti)47) いたと記述されている｡ なお,皇太子以外の王子も,国王の兄弟,伯叔父も,

王族は男性である限 りすべて名前の前に mahを冠してよばれる (pl.mos.94b,143a,b,495b)

のが原則であった｡

40)大野 1971a,pp.27-28.
41)ibid.,pp.27-28.

42)pl.no.582b.

43)I.p.p.A,p.74.

44)ビルマ語の南北の呼称については,大野 1967,pp･87-88･
45)pl.mos.31,38a,73,94b,127a,194,216,235,244,249,379,382,392,52､6.
46)pl.no.2001,I.p.p.A,p.81.

47)pl.mos.74,530. この "低き家日は,後世 ｢即位前｣を意味するようになる｡
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Ⅰ 従 臣 階 層

従Ei印菖層は,(1)権力の代行者として中央,地方を問わず行政,司法,軍事,租税等の国政

に従事する官僚と,(2)侍女,側小姓,侍医等の側衆,および (3)占星術師,婆羅門等の祭紀

職などか ら成る｡

この内,官僚機構の最上層に位置していたのが宰相である｡ 宰相は Amatya48),Amat-kri49),

Mall-amaty豆50),Amat51),Amat-kri5'l),Mad-mat53),Mad -mat-kri54)などとよばれ55),kwan

prokに出仕して (pl.no.245b),国王の tt御前に仕え"(hriy-taw niysoAmat56),hriy-taw

niyAmat-kri57),hriy-taw niyphlacso58),hriytwallniysoAmat-kri)59), tt国王の配下

にあ りて国政全般をとりしきる"(mahkrie'lak-ok ahmu khapsim kuiw cuiw soAmat-

kri)60),tt重臣"(krikricwasoAmat)61'であった｡従って,当然のことながら,宰和には

国王の信頼が最も厚い者が任ぜ られた｡国王の伯父 (pl.no.186)や伯母の夫 (pl.no.239),

王妃の弟 (pl.no.145),王女の婿 (pl.no.528),皇太子の外与Il(pl.no.200)など,国王と

親族,姻族関係にある者がおうお うにして宰相を勤めているのはそのためである｡ 時には,皇

太子が宰相を兼ねていたのではないかと思わ,hる例 (mankrie'acamtlSOAmatya)62)さえ

見られる｡宰相は単独ではなく,原則として複数制 (pl.mos.60b,90,190a,273,274,277,

282,396a,515a)であった｡もっとも,その人数は固定化されていたわけではない｡ 2人の場

令 (pl.mos.162,203)もあれば, 3人の場合 (pl.mos.273,277,396a,408,515a), 4人の

場合 (pl.no.60b,90), 5人の場合 (pl.mos.42,190a,274,503) もあったし, 7人の宰相

(pl.no.282), 8人の宰相 (pl.mos.272,273)がいたこともある｡ 宰相になり得る資格をも

った人達は,前述のように,王族または婚姻関係を通じて王族と深いつなが りをもつに至った

貴族達であったから,その特権を喪失することがないよう宰相相互間においても婚姻関係を結

48)pl.mos.31,38a,60b,73,80,90,96,203,216,247,249,2541),393,403a,503,5411).
49)pl.mos.196,200,244.

50)pl.mos.134a,247.

51)pl.mos.31,69,190a,245b,274,282,382,416a,494,528,529a,534a,536.

52)pl.mos.244,277,283,289,291,379,396a,403a,4121),478,4831),486b,494,4951),503,523b,527a,
528,592a.

53)pl.mos,84,105a,145,186,190a,239,265,268,284a,286,298,386,399al),401,408,535.

54)pl.mos.285,399b,412,453a,467C,515a,517a,537a.
55)大野 1971a,p.28.

56)pl.mos.273,382,478.
57)pl.mos.274,494.

58)pl.no.518.
59)pl.no.291.

60)pl.no.528.

61)pl.no.69.
62)pl.no.200.
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蕊 (pl.mos.265,277)ことによってそのきずなをいっそう強化するよう留意している｡ 宰相

階層の人達は,こうしてきわめて閉鎖的な社会を形成していた｡

こうした特殊な身分にある人達のことを, ビルマ語の碑文では Sampyahとよんでいる｡

Sampyallは,(1)王族と並んで伽藍を建立したり三宝に土地や奴隷を寄進するなど,経済的

にはきわめて裕福であり,(2)行政面では宰相や裁判官等高級官僚として活動し63),(3)国王

や王妃と同じようにインド語の称号をもち,(4)時には占星術,医術,克巳語経典の読解とい

った学識をもち,(5)婚姻を通じて王家との間に強いつながりをもつ等の特徴をもっている064)

この階層の人達もまた王族同様,一夫多妻の傾向 (pl.no.289)を帯びていた.

この Sampyallと並ぶ身分階層に,Kalanがあった｡Kalan達は,(1)インド語の称号を

もっていなかっただけでなく,(2)土地や奴隷を三宝に寄進した事例もないことから判断する

と,王族や Sampyah達ほど経済的には裕福ではなかったし, 身分的にも Sampyall よりは

低かったと考えられる｡65)Kalanは,このように Sampyah ほど重要な階層ではなかったけ

れども, 実際に宰相の下にあって各種の任務に従事した中堅, 下級の官僚の大部分は, この

Kalan階層の人々によって占められていたようである｡ 上は宰相から下は一兵卒 (cac-Sえ)に

至るまで, これら従臣達 (Kalan,Sampyah)がどれ くらい国王に仕えていたのかは正確な人

数はもとより明らかではないが,ひと頃その総数は 4万人 (pl.no.518)には達していた｡

中央,地方の行政機構を形作る役職には具体的にはどのようなものがあったのか,碑文だけ

でもってその全貌を明らかにすることは容易ではないが,宰相以外の重要官職には,(1)軍事

面を統帥する軍司令官 (Mah豆senapati66)または cac-su-kri67))および各武将 (puilp豆～

puiwpa～buih-p豆)68) および水軍の将 (hlawkasiikri)69), (2) 民事訴訟を 受けもつ裁判官

(sahpham豆70)～sahphama71)～sahphma72)～sallphuma73)),刑事事件を担当したとみられる検

察官 (khuiw-sutri)74),(3)官内官房長と考えられる cakhトpui175)およびその配下の秘書官

C豆khi76)ならびにその他の官内官 mahkhyall,bhapdえ77), (4)地方行政組織各段階の長であ

63)Sampyaaは国王の詔勅を下達する重要な役目も果たしている (pl.mos.235,274)0
64)大野 1971b,pp.3-8.
65)ibid.,p.9.

66)pl.mos.73,80,382,392.

67)pl.mos.285,365a,400a,403a,418,438a,471,481a,489,497,517b.
68)pl.mos.6,31,73,194,235,247,249,365a,393,503,545a.

69)pl.mos.376,517b.

70)pl.no.161b.

71)pl.mos.78b,85,149.

72)pl.mos.79b,125,598a.

73)pl.no.174.

74)pl.mos.241,490b,535.

75)pl.mos.36,185,232,269.

76)pl.mos.196,268,399a,471,474,500,528,536,541b.
77)pl.mos.74,268.

318



大野:パガン,ピンヤ,インワ時代のビルマの社会

る rw豆-sGkri78),mruiwISukri79',tuik-sukrL180',pra氏cuiw81', (5)租税面を担当した kam-

kun83)などがあった｡そのほか,sGkriで表わされる次のような各種の長がいた｡(1)国王へ

の貢物を受納する役人 lakchon-yG-stikri(pl.no.592a), (2)王妃の御殿の管理者 im-stikri

(pl.no.476),(3)大工職人の長 Iaksamえーsukri(pl.no.520a), (4)奴隷の長 sapok-sukri

(pl.no.436a), (5)その職能が明らかでない puil-sukri(pl.mos.90,153a),pollloh-sukri

(pl.mos.490b,535)等｡これら各種の役職に従事する人は,身分的には Sampyahであった

り kalanであったりした｡

この内,軍司令官 (cac-sukri)はその職務を宰相が兼任している例 (challphlL-1Sikhallphlac

somalli'cac-sukriphlacsolakwayma自soAmat-kri)83'か らも判るように, Sampyall

階層の者によって占められでV､た｡ この事は, CacISTjkriが ビルマ語名ではなくインド語の称

号を保持 している (pl.no.285)点か らも確認できる｡cac-sL-1kriには tt左大将" (lak-way)

と "右大将"(lak-ya)の二人がいた (pl.mos.403a,481a,489)｡なお,cac-snkriの職は後世

世襲制になっている (pl.no.489)｡

裁判官 (sahphama)にも,原則として Sampyall階層の者が任ぜ られていた｡ しかも裁判

官には,王族であった り(pl.no.74),王族と姻戚関係にあった り (pl.mos.74,125),あるい

はまた宰相の兼任であった り (pl.no.191b)す る例が少なくない｡例外的に僧正 (Mahather)

が裁判官に任ぜられている例 (pl.no.161b)もみられる｡ 裁判官は 全員インド語の称号をも

ってお り,通常 3名 (pl.mos.74,161b,191b)または4名 (pl.mos.125,174)で構成されて

いた ｡

官房長 (cakhi-pull)にも高貴な身分の者が多かった｡ 宰相 (mall-mat-kri)が兼任 してい

る場合 (pl.no.528)もあれば,王妃が cakhipuirを勤めている (pl.no.232)こともある｡

特殊な例ではあろうが,奴隷の身分の者が cakhipuilだった場合もある｡ その下の cakhiに

は, インド語の称号を保有 している場合 (pl.no.500) とビルマ語名をもっている場合 (pl.

mos.268,393)とがあるから, cakhiには Sampyah,Kalallいずれの階層か らも登用されて

いたようである｡

地方行政の長である rwa-sdkriの場合も同様で, インド語の称号だと思われる名前をもつ

例 (pl.mos.162,381,486b,525b)とビルマ語名をもつ例 (pl.mos.55a,453a,464a,484b,

490a,516,520a)とが認められる｡ 地方組織の長には,これ らrw畠-sLlkri,mruiw-S白kri,tuik-

78)pl.mos.55a,162,193,196,264,3781),381,436a,453a,464a,471,483a,484b,486b,490a,493C,
516,520a,5251),533.
79)pl.mos.370,504.
80)pl.mos.12,365a.
81)pl.mos.450b,478,486lL),503.
82)pl.mos.60b.76,149,196,415.徴税権は, この kamkum のほかに,rvvえーS正kriなどにもあった0
83)pLno.403a.
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sdkri,praacuiw 以外に,sad-kr-1,sahllyah,sah とよばれる人達がいた｡sad-kriには, ビル

マ人である場合 (pl.mos.112,113,123,372d,378b,557a)とインド人だと思われる場合 (pl.

nos･37,74)の両方が見られるが,salt-1yahにはビルマ人の場合 (pl.mos.lob,55a,56a,75b,

76,372C)が多かったようである｡sad -1yahには男性が圧倒的に多いが,場合によっては女性

でも (pl.no.39), 奴隷階層の者でも (pl.no.378b) な り得た｡ また, sallには俗人 (pl.

mos.28a,b,62,191b)以外に出家老 (pl.no.191b) がなっていることもあった｡ ミャゼデ ィ

碑文として知られるク-ピャウヂ-碑文 (pl.mos.364a,b)に現われる sah-kriは 7人とも僧

侶である｡ しか も平僧侶ではなく,大僧正である.84) けれ ども,だか らと言ってビルマ語碑文

に現われる sah-kriがすべて出家老であるとは 限らない｡ salt-kriは, 多 くの場合 (pl.mos.

112,113,123,378b,557a等)その名前に接頭辞 ね を伴っているから,出家者ではなく俗人

であることが明白である｡ こうした事実か ら考えると, salt-kriには, 出家と在家の二種類が

あったとも言える｡85)

側衆の筆頭には 女御, 女官がいた｡ 彼女達は, mollma86)(または mohma-taw) とか,

misah･mohma87)とか, あるいは mohma-misaI188)などとよばれ, 国王および王族の身の回

りの世話をしていたようである｡ その細かい職掌は明らかでないが,乳母 (athin)89), 扇持ち

(yap-taw-sa員)90), キンマ持ち (kwam-taw-sa員)91), 金細工職 (hruysa員)92)等の存在が知

られる｡ 側小姓 (su一拍y-taw)93)には, もっぱら未成年 の男がとりたてられていた｡ 侍医

(sama)94)は国王の脈を診, その施薬治療に従事した (pl.mos.144,239)者であるが, 身分

的には次の祭祀職と同類祝されていたようである｡

祭柁職では, 占星術師 (hura)95)と婆羅門 (pumnえ)96)とが有力であった｡ 共に国王の濯

頂式に関与 し (pl.no.186),国王や貴族か ら土地を下賜される (pl.mos.102,239)など,≡

制を支える重要な存在である｡ この占星術師,婆羅門のほかに,賢者 (su-kha-mュn)97)と称さ

れる者がいた｡その職掌は明らかでないが,阿闇梨を兼ねる (pl.mos.132,238)か, または

84)EpigraphiaBirmanica,vol.1pt.i,pp.25-26;G.E.Harvey,p.44;西田 pp.25,31.
85)PeMaungTin,1960,p.415;Lu°e,1959,p.98.
86)pl.nos.29,73,194,216,235,249,254b,392,403a.
87)pl.mos.200.244,277,393,497.
88)pl.no.273.
89)pl.mos.218a,219a.
90)pl.no.75a.
91)pl.no.476.
92)pl.no.145.
93)pl.mos.70,272,273,274,282.Su-hay-tawは,後世 ｢宮廷清掃夫｣を意味するようになる｡
94)pl.mos.186,272. コンパウソ時代の侍医は,白色の冠をかぶり白色の衣を身につけていた｡
MyaKayTu,p.22.
95)pl.mos.102,186,272.

96)pl.mos.102,126,186,239,526.
97)pl.mos.22,30a,79a,87,122a,132,149,162,163,196,228a,238,242,268,271,272,273･
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阿闇梨,裁判官などと並ぶ (pl.mos.149,191a)重要な存在であった｡賢者には,ビルマ名を

もつ者 (pl.mos.79a,242)とインド名をもつ老 (pl.no.268)とがいたが,後者は Sampyah

階層の出身者であることを意味 しているのではなく,実際にインド人であった可能性が考えら

れる｡

"l 自 由 民 階 層

国王に奉仕する従臣階層とはまった く別の層とLて,自由民階層が存在 していた｡彼らは政

治的には被支配階層であるが,公務に従事 して王制を直接支えている従臣階層とは全 く別の階

層である (pl.mos.490b,521,535) ばか りでな く, 三宝に寄進された仏塔奴隷や世襲的奴隷

(sapok)とも明らかに異なる (pl.no.534a)階層であった｡

lll由民には, 二種類あった｡ 一つは富豪 (sd-krway)98)とよばれる人達であり, もう一つ

は Asah99)とよばれる人達である｡sL-1-krwayは13世紀の中期以降に出現 した階層で, しば し

ば功徳の施主になったり100),証人になった り (pl.nos.251,378b)するなど,Sampyallに匹

敵するような経済力をもっていた｡けれども,sd-krwayの名前には, インドの称号が見当た

らないことか ら考えると,身分的には Sampyallのような高貴な位置にはなかったと言える｡

一万,Asa缶は,13世紀末葉にはすでに形成されていたものの, 社会的階層として重要祝され

るようになった (pl.mos.529a,530) のは, 14世紀に入ってからである｡ 14世紀になると,

Asa缶は Sampyallや Kalan とはまったく別の階層としてはっきり識別されている (pl.mos.

490b,503,516,521,535)｡その点 Asafiは,13世紀まで強い勢力をもっていた Sampyallや

KalanlOl)とはきわめて対照的な新 しい階層だと言える｡ 彼らは土地を相当所有 しており, 経

済的にもずい分裕福であった｡ 従臣階層の中 ･下層を形成していたと考えられる Kalanより

は,Asa氏のほ うがはるかに裕福であったことは, Asa缶が土地を三宝に寄進 したり (pl.no.

500),湛水供養したり (pl.no.532), 土地を売却 した り (pl.no.537b)している事実102) か

らもうかがえる｡ そiMまか りか, Asa白は地方行政機構の長 (rw豆-sdkri) になった り (pl.

mos.464a,486b),王家の土地を検分記録するなど秘書官 (cakhi)に相当する重要な役割まで

果たしている (pl.nos.474,528,541b)｡そのためでもあろうか, Asa氏にはビルマ的命名法

(pl.mos.285,464a,474,490a,528)と同時にインド的称号を 保持 している老 (pl.mos.285,

471,483b,486b,500,528)もいた. Lか し,何といっても Asa缶は,コ三族,貴族階層とはま

98)pl.mos.127b,128,141b,157,161b,177a,190b,191a,208,213a,217,229,237,251,267,293,295,
297,381,383a,401,402a,448a,463.
99)pl.mos.285,401,412a,420a,463,464a,471,472,483b,486a,500,503,504,532.
100)大野 1971a,p.28.
101)もっとも,Kalan,Sampyaaは14世紀になってもまだその存在だけは認められる (pl.mos.415,420a)｡
102)大野 1971b,p.ll.
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ったく異質103)の存在であった｡ 碑文に現われる AsaRは,常に土地と密接なつなが りをもっ

ているが,それは彼らが農耕民であったことを示す一つの証拠であろう｡ しか し AsaR達が,

後世言われている104) ように, ビルマ族によって征服された非ビルマ系の先住民族であったか

どうかを明らかにすることは難 しい｡Asa缶階層が台頭する13世紀の末は,ビルマ族のパガン

王朝が滅亡し代わってシャン系王朝が勃興した激動の時期でもある｡ Asa再の出現が,こうし

た政治的,社会的変動と何らかのつなが りをもっているであろうことは容易に察せられるもの

の,その実態を明らかにし得るような手がか りほ今のところ残念ながらまだ見つかっていない｡

14世紀も中頃になると,Asa氏のほかに Alえ とよばれる階層が姿を現わしてくる (pl.nos.

500,532)0 Alえは,Sampyallや Kalan等の従臣階層でもなければ,世襲的奴隷階層の Sapok

とも異なる｡ 彼らは,Asafiから派生した新 しい階層である. AsaRが特定の地域に定住して

いるのに対し,Alaは,他所からの移住者と Asa氏との間に生まれた人を指す.105)

Ⅳ 奴 隷 階 層

パガンを中心とする中部ビルマでは, 12世紀以降, 仏法僧の三宝に多数の奴隷が 寄進され

た｡106) これらの奴隷は, 王侯貴族, 富豪等の寄進者が淫楽を得るために積む功徳の一環とし

て寄進されたものである｡107) こうした 目的意識があったから, ビルマの仏塔奴隷にはもとも

と購民的性格はなかった｡それは,寄進者が自分あるいは自分の家族をも仏塔に捧身した事例

(pl.mos.6,207)からも明らかである｡ ところがこれらの仏塔奴隷とは別に,その人格が主人

に完全に所有される私奴稗的存在の奴隷もいた (pl.no.408)｡ 彼らは,所有主が死ねばその

子孫に遺産として継承されたり (pl.mos.70,74,75a,79,88,129,140,141b,144,149,150,

161b,198,202,212,392),所有主の親族相互間で譲渡されたり (pl.mos.144,249), はては

売買されたり (pl.mos.65a,75a,b,76,77,78a,79a,81,128,134a,160,161,194,393)す

る108) tt物"的存在の奴隷であった｡ つまり, 奴隷には, 元来性質を異にする二種煩の階層が

存在 していたわけである｡ これらの奴隷は,仏塔奴隷,奴牌奴隷のいかんにかかわらず,最初

の内は一様に Kyon109)～Kywon～110)Kyw豆nlll)～Kywanl12)とよばれていた｡ところがこれ

103)ManiYadanabonKyan,p.50.
104)TheGarlandofZambudipa.introduction;Cady,pp.27-28.
105)TawSeinKo,p.261.
106)大野 1966,p.22.
107)-大野 1971a,pp.27-29,34-35.もっともこれら仏塔奴隷の任務は,仏塔伽藍の修復,清掃,仏飯のお
供え,比丘達の食事の準備 (米つき,水汲み,薪割り等を含む),疾病の看病,袈裟作りなどであった
(pl.mos.186,235,393,408)0
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らの奴隷は一生鳩身できないだけでなく,その子孫 もまた生まれながらにして奴隷という拘束

された身分にあったから,時代がたつにつれて先祖代々の奴隷という家系ができあがる｡ いわ

ゆる世襲的奴隷階層の出現である｡ こうした人達は Sapokl13)とよばれ,Kalan,Sampyah階

層や Asa銃,Ala階層とはまったく別の社会階層を形成した｡

仏塔奴隷には老若男女の区別を問わなかった｡大人であろうと子供であろうと,あるいは男

であろうと女であろうと,仏塔奴隷として寄進されている｡ 男女の違いは名前の前の接頭辞に

よって判別される｡ 一般に男の場合は名前の前に ha,女の場合は ui'-uiw～uih～uin～uim

が付 く｡114)それは,haの付 く人名の前に息子 (sa),弟 (mob),夫 (lab),叔父 (phathuy)

とい-)た親族呼称が,また ui'-(またはその variants)ではじまる人名の前に妻 (miyah),娘

(smih),妹(hi-ma,hnama)等の親族呼称が,それぞれ付いていることによって確かめられる｡

奴隷は,次のような雑多な職業115)に従事していた｡ その職種は,(1)農耕畜産業従事者,

(2)僧伽への奉仕者,(3)技能職人,(4)芸能人の4種に大別される｡ この内農耕畜産業に従

事する者には,水田耕作者 (capa.cuikkywan)116),菜園,果樹園の園丁 (uyan-sa員)‖7),午

飼い (nwathin)118),象飼い (chahthin)119),狩人 (muchuiw)120),漁夫 (kwan-sa員)121),
キンマ作 り (kwam-sa危)123)等が含まれる｡ 奴隷の間には 見られないが, このほかに 馬飼い

(mrallthin)123),山羊飼い (chitthin)124),あひる飼い (wampaythin)125),牛乳絞 り (nua-

nuiwISar-1)126)といった職業に従事する者も一般民の問にはいた｡

僧伽-の奉仕者としては,飯炊き(thamalLsa自)127),おかず作 り(hall-safi)128),肉屋(amay-

sa負)129),薪割 り (thal1-sa員)130), 洗濯屋 (kuhえーsaa)131), 理髪臣 (muchitrip)132), 穀倉番

113)pl.mos.193,277,280a,436a.
114)大野 1971b,p.5.

115)奴隷の職業内容については,ThanTun,1958でも取り扱われているが, ここでは大野 ｢碑文から見

た12-14世紀中部ビルマの奴隷社会｣1966の発表原稿から転載した｡なお,一部加筆修正してある｡
116)pl.mos.75a,175.

117)pl.mos.75a,181,194,216,235,392.

118)pl.mos.138,144,152,203.

119)pl.mos.76,156,219a.

120)pl.no.148.
121)pl.no.268.

122)pl.no.391.

123)pl.no.408.
124)pl.mos.153,219,394.

125)pl.no.183a.
126)pl.no.36.

127)pl.no.391.

128)pl.no.391.

129)pl.no.391.

130)pl.no.392.

131)pl.mos.81,148b,392.

132)pl.no.395.
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(ki-sa危)133),駁老 (hla丘-sa貞)134), 船頭 (hlawk畠)135)等, イ削呂の身の回 りを世話する人達が

含まれている｡

技能職人としては, 木工 (panpu)136), 石工 (puran)137), 画工 (pankhi)138), ろ くろ師

(panpwat)139),鍛治臣 (panphay)140),金細工職人 (panthin)141), 陶工 (uiw thin)142), 水

差 し作 り (kara一San)143', 盆作 り (1ahp豆n-sa員)144), 糸紡 ぎ (khraBlhay-sa貞)145), 縫製職

(pukhrafi)146),仕立て職 (yam-san)147)等の製造職人がいた｡

芸能人には,大太鼓打ち (caaISa色)148),小太鼓打ち (pasえーsa缶)149),シンバル打ち (khwak-

khwah-sa員)150), ラッパ吹 き (kharえーsaa)151),歌手 (sikhrah-sa員)152), 踊 り子 (kakhriy-

sa缶)153)などがいた｡しかし最も数が多かったのは,pantya154)とよばれる人達で, 芸能人の

中核を成していた｡奴隷ではないが, この外に竪琴奏者 (cob-saa)155)や鈴鳴 し (nolinah)156)

などの芸人も存在 していた｡

奴隷は,民族的にはインド人 (kula)157)とビルマ人 (mranma)158)とに区分される｡159)だ

が従来言われてきたように, 奴隷の起源が ビルマ族によって征服された異民族にある160)とい

うのが事実ならば,インド人奴隷の存在は納得できるとして,なぜか くも多 くのビルマ人奴隷
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が ビルマl軸勺にいたのだろうか｡ 十把ひとからげにビルマ人 (mranma)とよばれている奴隷

の中には,あるいは非 ビルマ族 も含まれていたのではなかろうか｡三宝に献上された奴隷は原

則としてその名前が一人一人記録されている｡ そ して, ビルマ人 とよばれている奴隷達の名前

は,たいていの場令 ビルマ語ではっきりと判る意味をもっているのである｡ けれ ども,名前が

ビルマ語で付け られているか らとい うだけの理由で,それ らの奴隷がすべてビルマ人であった

とい う証拠にな り得るだろうか ｡ 個体の,識別ができれば名前の果たす役割は十分である.奴隷
LJ)所育主 (ビルマ人)にとつては,奴隷がビルマ人であろうとなかろうと,奴隷個々人の識別

は ビルマ語名によるほ うがはるかに便利であるに違いない｡ とすれば,非 ビルマ人の奴隷に対

してビルマ語名が付けられていたという推測 も成 り立ち得る｡ 確かにそ うした可能性 もないこ

とはないJ//i, しょせん推測の域は出ない｡奴隷の民族的区別は, 目下のところビルマ人とイン

ド人とを除けば, きわめて困難である｡ ただ,地名,人名,村の名前などの副次的材料か ら幾

つかの民族名らしいものを指摘することはできる｡

その第一は Tanluih161)人で,村名 (pl.nos.3,502;tan-1uihrwa),奴隷名 (pl.no.386;

tanluihi-lat1yok),水田名 (pl.no.392;tanluihlay100),などからその存在が うかがえ

る｡ 第 2は Pohloh人で,その根拠は地名 (pl.no.20a;pohlohahriy),水町名 (pl.no.148b;

pohlolllay),奴隷名 (pl.no.216',pohlollkywan),山の名 (pl.mos.392,401',pohlohtod),

階層名 (pl.no.396a;pohloIIsampyahkalantulw lliruy),役人名 (pl.mos.490b,535;

pohloh sukri) 等である｡162)第3は Lawa 人で, もっぱら村名 (pl.mos.20a,185,368b;

lawarwえ) か らその存在が推測される｡ 以上のほか, 人名か ら Kantn人 (pl.no.219a･,

kantdui-ta), Pyu人 (pl.no.144;pydmorlmaui'-mla氏sah:pl.no.393;pydthahsa自

hえーkuncoh),Tohsd人 (pl.no.392;tohsdhallum.Ipl.no.393;toIIst-1rla-plafi),Arakan

人 (pl.no.391;rakhuifllaky畠)等の民族名を明らかにすることができる｡ また, いかなる

民族であったのか明らかでない Krwam163) 人 (pl.mos.224,391) 辛, ビルマ語の年代記に

現われる164) Kamram 人 (pl.mos.94,376;kamram kywan),ブロームの西方,特に sagu

地方に多 く住んでいた Cakraw165) 人 (pl.mos.162,147b,468a), パガンの北方にいた Saw

人 (pl.mos.268,395)などの存在が指摘できる｡166)

161)Tanluiaとはモソ族のことを指す｡UHpoLat,p.93;ThallTull,1958,pp.38139.BaShinはイン
ド人説｡

162)Poムloaの存在は Z.p.p.A.でも確認できる. poflloakuiwacuiwrasotoムムGmadkri(p.290),
poaloataruiwacuiwrasoto血dhallmahkri(p.325)

163)Krwam とはクメール族のことを指すという説がある｡ThanTun,1958,p.39;Lu°e,1969p.21.
164)HmannanMahdYaZalJlindau･gyiこUKalaMahaYazauJindawgyi.

165)ルースやタントウソは,Cakrawをスゴー･カレン族だとみている｡Lu°e,1969,p.19;ThanTon,
1958,LanzinParty,p.279.

166)ル-スやタントウソらは,このほかに sak人の存在も認めている.その根拠はミヤゼイ碑文に現われ
る村の名 sakmllnalonで,彼らはこの Sakmunalonを "sak族の munalon村日だと解釈する｡
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奴隷の家族形態には,夫婦家族,夫婦とその子供によって構成される核家庭,両親のいずれ

かを失 くした母子 (または父子)家族,核家族の発展形である拡大家族, 3世帯, 4世帯の複

婚家族など,さまざまな様式がみられる｡ 三宝に寄進された奴隷には一般に親族を中心とした

集団が多いためでもあろうが,そこに見られる家族形態には傍系家族を幾とおりも含む大家族

集団としての性格が強く現われている｡ 年齢構成についてはいっさい手がかりがないので確か

める術がないけれども,家族の世代構成が 1世代,2世代,3世代に集中している事実から考

えると,さほど長寿であったとは言えないようである｡ このことは, 千 (sa),疏 (mliy)と

いった親族呼称が頻繁に碑文面に現われるのに反し, 曽孫 (mlac), 玄孫 (ti)といった呼称

が奴隷の リス トに見当たらないことからも察せられる｡ 同様に,曽祖父 (biy),高祖父 (ban)

といった呼称 も碑文には現われてこない｡碑文に現われる親族呼称は,祖父母,父母,千 (忠

千,娘),孫,兄弟姉妹,伯父母,叔父母,夫妻,勇などである｡

ま と め

パガン,ピンヤ,インワ時代のビルマの社会は,支配階層と被支配階層とに大きく分かれて

いた｡支配階層は,初期の段階では国王を中心とする王族および王族と婚姻を通じて強 く結び

ついた貴族 (SampyafD とで構成されてお り, 政治的権力だけでなく生産手段としての土地

および労働力としての奴隷を所有することによって経済的権益をも寡占していた｡一方,被支

配階層は,Kalanとよばれる身分の低い従臣階層の者と王族や貴族に所有されている奴隷とで

構成されていた｡

こうした社会構造は,その後13世紀から14世紀にかけて内部的変質を余儀なくされる｡ それ

は, 仏教徒の功徳行為を 主軸として土地の所有形態に大きな変動がもたらされたことに起因

する｡ その結果として, 第 1に僧伽の土地所有増大, 第2に貧富の差の拡大に伴 う富豪階層

(sti-krway)の出現,そして第3に土地を自ら所有する農民 (Asa自)層の台頭となって現われ

た｡生産活動に必要な労働力は,もっぱら奴隷階層によって提供された｡奴隷は,民族的には

インド人とビルマ人とが中心であったが,異民族もまた何種類か含まれている｡ 奴隷には,当

初,三宝に寄進された仏塔奴隷と王族,貴族に所有される私奴牌奴隷の二種の存在が認められ

るが,彼らは一代限 りではなく子々孫々に至るまで購身不可能であったから,やがて世襲的奴

隷 (sapok)という新しい階層が形作られることになる｡ 当時の婚姻形態は, 原則として一夫

一婦制であったが,同時に一夫多妻の形も王族,貴族から奴隷階層に至るまで広 く見 うけられ

る｡
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